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鷺坂清イ言，小磯一-雄

地震浮浪は従来経験から大規模の地震にのみ!詩作する1のム考へられて居り
今日でも共の考へに遼ひIJないと信宇るものであるが 11月 5，日午後 5時 44

分のi耐島勝、東方沖の地震及り:誌の絵震は規般に於いて左科大たるもの-とば言へ

友いが本震は勿論主友るー飴震にまで i~ltiÜ を作ったりそ乙宅、驚坂は肺i島及び、茨城

陶‘駿一ドの，伊藤.氏は宮城及び岩ι手柄牒下の検潮所の津浪記象の制設を目的に出

張を命ぜられ，とeの際鷺事!えは今|己jの本震に闘する震度行概要を会凡るために被害

の主友二三箇所を踏茶した。此の報告ιト寝屋PIな附近は!j、名前測候所/J、磯暁長と

共~t踏在したものである。叉賓際津iJミを目撃した人々の話にも注意 L た。以下

それらの事を記す。る

1.耐i島 耐島市では今!母のものが最近ヌ?の大地震であ勺て"昭和 8年-3

月日日の三陸沖強震の時よりも，又詩文年 5月 23日の陵屋崎H地震よりも造、

かに震度は強く壁に亀裂を生じた家屋多く耐島測候所在どは建物がー占いためで、

もあるが亀裂が甚だ L:かった。市内の陪ijltïで、は捌乃上の洋jy~壌共の位12LijIt もの

の特落破損による被害も相官あったu 特に注意を引いたのは阿武限川にかけ工

る松齢橋の銭鍛の街燈柱の!司型のもの 6本の中 4本までも折れたことである

(第 1闘参照λ此の街股柱は高さ 4.5米，直縄 15*Mで!手さがユj;.均約1.3，料

の閤i合j柱であれ上端より 2米程の所に電線の引込のための孔がありJtt4f.か~

らEれも折れてゐる。;之等から見て前九島市の震度ほ強震である。‘

2. 浪江此庭は今同の地震で最も被害の多い町であったがミ江習の調査に

よれば杢潰 3，戸，牛潰 ~2 piで、壁に亀裂等の:WHflは殆んど杢般に亙って生じたり

とりわけ石遁建並びに土蔵迭りのもの，i被脊が誌だしかった。主:5R.第 3国岐

び第 4闘はそれらの般民状態争ヨミすもので・あるの第九|甘い主常j(，g銀行政江支J，i{

で、あって土蔵浩りの堅ヰ:な建築物でfちるが屋探瓦はお~;存し又内側の控が甚だし

く剥落しでゐる。第 2 闘は付t総 111氏の肥料台布であって市川jが崩il~ L -c周五

く 5(j:~ ') 



が了一般tζ石浩建のものが最も多く破損したo'叉出羽紳ffli内の石燈一籍9イ同の中 8

倒迄特倒L西側に倒れて居るものが割合に多いが大鰻から見て不規則である。

残りの 1側は反時計様に廻持してゐた。此底の震度は強震どしても強い方で

あるふ

3. ijjf戸 ;rM戸JIIーに沿ふて津浪が襲来したのを民撃Lたといふ事を聞いたの

で之を質問すため河口に近い請戸矯の!付近の家を数戸尋ねた。竹村とちょ，石

川よしの，大.fl~ フヨ予，木幡止め等の方々の話によれば 7 日の午前 7 時牛頃車

からパラスを落す時のやう友音或は夕立が激しく降って来る時のや.う友音がし

た時であった。外で浮かミだと叫ぶ撃がしたので請戸橋の上へ飛び出して見ると

川幡いっぱいに二三尺の高さに押し寄せて来る津浪を見た。それはかなりの・速

さで籾Jへば自縛事の走るとrきの速さ位に忠、はれた。叉水かさは後から後からと

幾佼にか増Fしで行〈ゃう見えた。そして請戸橋からー粁程の上の荒井部落まで

認められたとゐ事である。叉請戸橋も，河口から約一粁である。 5日や 6日の地

震後には沖:浪はなかったとの事であるが夜の事で、策づかたかったものι思はれ
る。第 5闘はi清戸橋の橋桁の端の破損を示したものであるO

4 .盟屋崎 盟屋由tJ燈豪の在る山の周閣には小屋崩れ所々に見受けられ，第

6 I副は伶肇の官合より燈蚕に至る通路が崖崩れのため破損し並びに塀をも亀裂

傾斜ぜるを示したものである 0・又第 7闘は燈豪の亀裂の箇所を示したもので

あるO 燈主義のt建物は高さ 30:米の圏筒で側壁の厚さ約 1米で煉瓦造りである己

底昔<<の直筏は約 7米，頂上の直径は約5米である。之が下方から約 8米の

所で上:部が下部に封してがJ12粍南東h 重錘を被ふ園筒もろとも移動してゐ

る。水銀は殆んE全部j益出し7 プリズムも大部分破損する等被害甚だしい。強

震としては梅強い方であって今‘同の地震で、は此の盤屋崎附近と前述の浪江附近

が最も震度が大であった。

5. 小名演 tl、名演の町内で、は壁托亀裂注どが幾分よ見受けられる程度で上速

の盟屋崎やゴくに述ぺるi.c名町等に比較すれば家屋ρ被害はやっと軽少で、あ・~o

第 8闘は小名演港内魚、市場前の鋪装道路の:亀裂を'示すもので亀裂線は岸壁に

並行して東丙に走る。 Ij、名演町内ではi:flisきの襲来を恐れでて近くの高所に避難せ

るものが多数あったが賓際?と浮かミの襲来を認めたものはなかったやうであるる

(5G4 ) 



6 江名 小名演とー鹿屋崎の中間で、は11、山崩れ所々に見受けられた。江名町

大字折戸では裏山が崩れその土が屋内K在だれ込んだのが数戸あったd第 9

!盈!は同部落ーの吉Æl ij師寺氏の住宅で、哀;I1JがこJ'I~程崩れそれが友だ*1-込んだため家

が前方に 30度程傾斜した。さえに江名町築港に繋ffl中の起重機 (25犠釣下げ)

が 9日午後 9時牛頃岸壁に採つで置いた鈴制が切断されてがf'に流れ出たのを

J魚市場で寅賞して居った商人が見て・浮浪と邸断してー山へ逃げたとの事である。

叉其の際津浪の音響を聞いたものもあるとの事である。 i工名]ttrÌ~中ノ作築港の

沖合は最大干潮時にのみ岩磐が現れるが平素也、は現はれないのに 5日夜岩磐

を見て奇怪と思ったものがあった。此の 5日も 6日も干潮時に金振幅 1米

内外の小津iJbJ~検潮儀に現はれて局る所から見て上述の景説悶の切れた事や岩磐

の露出した事柄は了解されるo

7. . 9'村 liifII島軒、相馬郡中村町松川浦に於いては初めー尺税減水じj択に波

紋でなくモリモリとふくれ上り此鹿の築堤を越すとと約 3尺位・と主主ったとの

事である。との主Ili良は地震のあった翌朝8時前との事で・9 地震は感ぜ十との事

である'Qi地震のあづた翌朝とあるが其の地震は 5日の夕方の本震かそれとも

6日夕方の飴震の大きいものがあったがそれを指すのか判明し友いo7 Eの朝

ならばii青戸川の津浪と一致し，それに相嘗する〆地震もあるが 6日の鞠とすれ

ばー了解しにくい。日時のととは多少疑はしいが佐藤穣民の詳細な報告から見て

地震浮浪のあった事は員賓と首肯される。
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